
＜個別事業説明資料の２頁目～４頁目＞ 
 

 様式は自由ですが、今後のスケジュール、事業を実施すること
により見込まれる効果等を記載してください。 
 また、写真や地図、図面、イラストのほか、図表、グラフ等を
有効に活用し、分かりやすく表示してください。 

★地域経済活性化・交流人口拡大に向けた観光コンテンツとしての価値 
 屋島山上への集客機能の要 
 ・ピーク時には、年間５０万人が、現在でも１６万人が入館している集客力 
 ・屋島山上拠点施設との相乗効果による集客力 
 ・屋島の夜景観光の充実に向けた活用の可能性（昼間とは雰囲気を変えた夜間営業等）  
 ・水族館に代わる集客施設の新たな開発は法規制や採算面から困難 
 ※国立公園計画において「再整備を促進する」ことが明記されている。 
★市民の財産としての価値 
 ・昭和４４年の開館以来、約半世紀にわたり、多くの市民に親しまれてきた屋島と一体の 
  存在感を有する歴史のある施設（屋島のシンボル的施設） 
 ・水族館での体験を通した子どもの育成や教育の機会の創出 

昭和四十四年の開館以来、約半世紀にわたり、多くの市民の方々に親しまれてきた歴史
のある施設で、また、山上にあるということで、全国的にも珍しく、さらに稀少な種の動物
も飼育されていることから、非常に価値のある存在である。 

また、本市において、唯一の存在といっていい、子どもたちが動物と触れ合うことができ
る施設であり、水族館での体験を通した子どもたちの育成や教育の機会は、貴重かつ重
要なものである。 

加えてピーク時には、年間五十万人が、現在でも十六万人が入館している集客力を考え
合わせると、これまで屋島山上の水族館が、本市の観光振興や地域活性化において、
果たしてきた役割や実績は、大きなものがある。 

屋島山上水族館の再整備について 
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Step1 水族館基本構想（案）の取りまとめ （地域ＰＦを活用） 
 

Step2 ＤＢＯ方式での事業者募集要項・提案要領・委託仕様書の作成※ 

 

Step3 公募（プロポーザル）、業者決定    

     

Step4 ＤＢＯ方式での契約 

 

Step5 基本設計着手・完了 

 

Step6 実施設計着手・完了 

 

Step7 工事着手・完了 

 

Step8 オープン 

 

■水族館の再整備は、平成２９年度に実施した調査結果を踏まえ、公的資金の投入を前提として、公設
民営（DBO方式）で進める。 

■処理手順 

Step1．水族館基本構想（案）の取りまとめ （地域ＰＦを活用） 
 

Step2．政策会議・調査会・パブリックコメント    

     

Step3．ＤＢＯ事業者募集要項・提案要領・委託仕様書の作成 

      （要求水準、リスク分担、性能発注仕様書） → 業務委託（プロポーザル）※ 

 

Step4．募集要項等の公表、提案書・設計書等の提出、事業者選定委員会、 

      事業者 （最終交渉権者）決定 

 

Step5．ＤＢＯ方式契約手続き 

 

Step6．基本計画・基本設計着手・完了 

 

Step7．実施設計着手・完了 

 

Step8．工事着手・完了(Ｈ３３～３５） 
 

Step9．オープン・管理運営開始 

 

※仕様書作成にあたっては、広く民間事業者の意見を取り入れ実現可能な内容とする。 

 （マーケットサウンディングの実施等） 

※仕様書作成にあたっては、広く民間事業者の意見を取り入れ実
現可能な内容とする。 （マーケットサウンディングの実施等） 

今後の進め方 

行政が資金調達を行い、民間事業者が施設の設
計、建設及び運営・維持管理を一括で担う方式。
民間事業者による、長期間にわたっての運営・維
持管理を見越した施設の設計、建設が可能。 

ＤＢＯ方式とは・・・ 
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屋島山上水族館（仮称）基本構想 
 

     第１章 基本構想策定の背景と目的 

       １－１ 基本構想策定の背景 

       １－２ 基本構想策定の目的 

       １－３ 水族館の現状と課題 

 

     第２章 屋島山上水族館が果たす役割 

            地域活性化、屋島の賑わい・魅力創出、 

            教育、種の保存、次世代への継承      

 

     第３章 水族館整備コンセプト  

 

     第４章 整備の進め方 

       ４－１ 事業スキーム 

       ４－２ 水族館施設所有権移転の考え方 

       ４－３ 財源確保の考え方 

       ４－４ スケジュール 
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基本構想の骨子イメージ 


